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磯焼け対策全国協議会
～持続可能な藻場保全に向けて～

令和８年１月30日金

10:00～16:30（予定）

磯焼け対策全国協議会は、沿岸域の豊かな資源を育む藻場の全国的な「磯

焼け」に対応するため、各地で検討・実施される調査研究、技術開発、対策や取組等につ

いて情報共有を図り、取組の強化を図ることを目的に、平成19年度より開催しています。

開 会

報 告

ﾄﾋﾟｯｸｽ

■水産庁

ご不明点は右記まで
お問合せください

※これまでの発表事例などは、上記二次元コードより水産庁ＨＰをご覧ください。

東京大学伊藤謝恩ホール
（東京都文京区本郷7-3-1）

参加申込みは

こちら※

※参加申込みは、定員（約330名）に達した
時点で締め切らせていただきます。

申込み〆切

１月16日

■参加申し込みについて：一般社団法人 水産土木建設技術センター ／03-6260-6520
■その他全般について ：水産庁事業課 ／03-6744-7137

■磯焼け対策に関する各地域からの報告

－長崎県五島市富江地区での改良型仕切り網の施行・製作について／富江地区活動組織

－大分県漁業協同組合津久見支店における藻場保全の取り組みについて／大分県

－南鳥羽地区における藻場の現状と藻場再生への取り組み／南鳥羽地区藻場保全活動組織

－神奈川県三浦市での漁業者と市民で取組む藻場保全活動／FOR A BETTER OCEAN

－岩手県大槌町における官民協働の持続的な藻場再生活動の取組／大槌町藻場再生協議会

－循環型藻場造成「積丹方式」によるウニ増殖サイクルと

ブルーカーボン創出プロジェクト／北海道積丹町

■藻場保全・ブルーカーボン等に関するトピックス

－黒潮大蛇行終息と今後の藻場環境について／海洋資源リサーチ(元東京海洋大学准教授)

－藻場から始まる豊かな瀬戸内海の創生～香川県での取り組み～／香川大学

－鹿児島県の残存藻場における栄養塩環境と構成種の生理生態学的特性／鹿児島大学

－漁港を核とした海藻バンクでの技術開発の進捗／KAISO BANK

－海水温上昇に対応した藻場造成手法について／（一社）水産土木建設技術センター

－水産庁の藻場に関する施策の動向／水産庁

出典：地理院地図を編集・加工して作成
https://maps.gsi.go.jp/#5/34.921971/141.23144
5/&base=blank&ls=blank&disp=1&vs=c1g1j0h0k
0l0u0t0z0r0s0m0f0

今年度の報告地域です




